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原病撃 各 芸品、首問
一一亜爾蔑聯斯の講義録一一 第26編
On Particular Pathology 
一一-A Lecture on Ermerins一一一 (26)
松陰 宏*1 近藤陽一*2 松陰 崇*3 松陰金子*4
{要 約}明治9(1876)年 1月に，大阪で発行された，オラン夕、医師エルメレンス (ChristianJ acob Ermerins : 
亜爾蔑聯斯または越が蔑噂斯と記す， 1841-1879)による講義録， w原病皐各論 巻八rの原文の一部を紹介
し，その全現代語訳文と解説を加え，現代医学と比較検討し，また，一部では，歴史的変遷，時代背景について
も言及した.
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Ludwig Karl Virchow : 1821-1902) が， w細胞は
細胞より生ず』として細胞病理学説を唱えた.そして，
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ナス科植物のハシリドコロ (Scopolia japonica， S. 
carniolicaなど)を指し，その根茎には，ヒヨスチ
アミン (Cl7H2 3N03) アトロビン (Cl7H2 3N03 
ヒヨスチアミンの異性体)，スコポラミン (C17H21
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